
講 師：石井 慎一郎先生
国際医療福祉大学大学院福祉支援工学分野 教授
風の谷デイサービス（風の谷プロジェクト）顧問

《概要》
８０歳以上の高齢者の３人に１人が認知症を発症すると言われています。
認知症に対するリハビリテーションは3つのフェイズに分けて考える必要があります。
１つ目が予防と発症時期を先延ばしにするための介入を行うフェイズ、２つ目が発症後の行動、
心理症状に対する介入を行うフェイズ、３つ目が進行末期の生活支援を行うフェイズです。
本研修会では、認知症の病態と出現する症状を理解するために必要な最新の知見について解説をします。
次に各フェイズにおけるリハビリテーションについて具体的に解説をしたいと考えています。

参加
無料

主催：区西北部地域リハビリテーション支援センター豊島病院 共催：板橋区おとしより保健福祉センター

区西北部地域リハビリテーション支援センター
東京都立豊島病院 患者・地域サポートセンター
地域連携支援グループ
TEL：03‐5375‐1234（代）FAX:03-5944-3534
Email:ts_chiikireha@tmhp.jp

日時：2023年9月13日(水)15：00～16：30 頃
■締切：2023年9月11日（月）

オンライン
開催

定 員
100名
先着順

※下記QRコード、またはURLの申込みフォームよりお申し込みください。

https://forms.office.com/r/eXSJUm2Ddb

対象者：区西北部（板橋区・豊島区・練馬区・北区）在勤在住 ケアマネジャー等

主任介護支援専門員等の継続的な資質向上を図ることを目的としております。

希望者には研修修了後、受講証を配布致します。

問い合わせ先

介護現場に活かす
認知症のリハビリテーション


